越谷市の水道水は大丈夫です。
3月11日(金)午後2時46分ごろ発生した東北地方太平洋沖地震による福島原発事故の影響で、放射性物質が水道水に混入し乳児の摂取制限が東京都金町浄水場管内で発生しました。

　このため、水道水をはじめとする飲食物に対する国民の懸念が、社会的な風評を作り出しておりますが、越谷市の水道水に関しても、安全性に対する危惧の声が多くの市民から寄せられております。
　その様な中、私が議員を務める｢越谷・松伏水道企業団｣では、市民の皆様に安全な水を安定的に届けるため、受水した水について放射線の測定をしておりますが、測定値は全て指標値を下回っており、現時点では乳児についても飲用を制限する状況にはありません。

越谷・松伏水道企業団による水道水に関する放射性物質への対応

【埼玉県及び近隣事業体における放射性ヨウ素の検出状況（単位：Ｂｑ/ｋｇ）】

　　　　　　　埼玉県　　　　　　　　　　　　東京都　　　川口市　　　　鳩ケ谷市

採取日　　　　庄和浄水場　　新三郷浄水場　金町浄水場　　新郷浄水場　　市浄水場

（採取場所）　（越谷市内）　（三郷市内）

22日(火)　　　　　　　―　　　　　　―　　　　　210　　　　　120　　　　　　64
23日(水)　　　　　　　35　　　　　　―　　　　　190　　　　　　―　　　　　　―
24日(木)　　　　　　　53　　　　　　72　　　　　79　　　　　　46　　　　　　33
25日(金)　　　　　　　33　　　　　　40　　　　　51
26日(土)　　　　　　　14　　　　　　　　　　　　34
27日(日)　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　不検出
※原子力安全委員会が定めた飲食物摂取制限に関する指標値
　　　　放射性ヨウ素：300Ｂｑ/ｋｇ

※食品衛生法に基づく乳児の摂取に関する暫定的な指標値

　　　　放射性ヨウ素：100Ｂｑ/ｋｇ
【原因】

空気中や地表の放射性物質が降雨のためにまとまって流されたものと考えられ、福島第一原子力発電所の状況にもよりますが、降雨のたびに高くなる可能性はあっても一過性のものと考えられます。

【越谷市の水道水への影響】

越谷市の水道水は、約9割を埼玉県から購入しており、その水は県営の庄和浄水場及び新三郷浄水場から供給されています。埼玉県においては、その両施設から配水されている水の検査を実施しており、現在まで、指標値を超える数値は検出されておりません。残り1割の井戸水については、250ｍ以上の深井戸から採取し、浄水から配水まで閉鎖されていることから、今回の放射性物質の影響はないものと考えられます。

従って、越谷市の水道水は大丈夫です。
